
天の川銀河中心の電波源「いて座Ａ＊」

画像１. 史上初の天の川銀河中心の
ブラックホールの画像

中心の黒い部分がブラックホールシャドウであり、
この中にブラックホールがあることを示している。

ⒸＥＨＴ Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎ
（ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ.ｍｉｚ.ｎａｏ.ａｃ.ｊｐ/ｅｈｔ-ｊ/ｃ/ｐｒ/ｐｒ２０２２０５１２より引用）

５月１２日夜１０時、私たちの住

む天の川銀河の中心にある巨大

ブラックホールの撮影に成功したと

いうビッグニュースが、驚きの画像

（画像１）とともに発表されました。

これは、国際研究チームＥｖｅｎｔ

Ｈｏｒｉｚｏｎ Ｔｅｌｅｓｃｏｐｅ（ＥＨＴ）プロ

ジェクトが、２０１７年４月に地球上

６か所にある８つの電波望遠鏡を

組み合わせて観測を行い、その後

約５年かけて画像化に取り組んだ

成果です。

ということで今回は、このブラック

ホール撮影成功を記念して、天の

川銀河中心の電波源「いて座Ａ＊

（エー・スター）」発見の歴史を、

紐解いてみることにしましょう。

「いて座Ａ＊」の発見 ～電波天文学の幕開けから

宇宙からやってくる電波をとらえて観測・研究を行う分野を電波天文学といいま

す。その始まりとなったのは、まさに天の川銀河中心の電波を観測したことでした。今

からちょうど９０年前、アメリカのベル研究所で働いていた技術者カール・ジャンス

キーが偶然天の川の中心方向からやってくる電波をとらえたことで、電波天文学は

幕を開けたのです。１９３３年に発表された彼の論文には、“最も強く電波がやってくる

のは赤経１８ｈ、赤緯-２０°の方向である”（※１）とあります。それは、ほぼ天の川銀河

の中心方向を示していました(実際のいて座Ａ＊の位置は、赤経１７ｈ４６ｍ、赤緯

-２８°５６′)。

戦後には電波望遠鏡での観測が本格的に行われるようになり、天の川銀河中心

の強い電波源は、いて座Ａ（Ｓｇｒ Ａ）（※２）と呼ばれるようになりました。以降、望遠鏡

の性能が向上し、細かいところが見えてくるようになると、いて座Ａウェスト（銀河中

心）、いて座Ａイースト（超新星残骸）と、２つのエリアに区別されるようになりました。

そして１９７４年、いて座Ａウェストの中に、ひときわ強力な電波を放つ小さな

電波源が発見され、後に「いて座Ａ＊（Ｓｇｒ Ａ＊）」（画像２）と名付けられたのです。
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１９９０年代中頃か

らは、いて座Ａ＊のまわ

りを周る恒星の観測

が１０年以上も継続的

に行われ、その恒星

の軌道や運動から、

いて座Ａ＊の質量が太

陽の約４００万倍もあ

ることが分かりました

（この観測をそれぞれ

独立して行ったアメリ

カのゲズ氏と、ドイツの

ゲンツェル氏は、ブラ

ックホールの理論的

研究を行ったイギリス

のペンローズ氏とともに、２０２０年のノーベル物理学賞を受賞しています）。これらの

成果により、天の川銀河中心のいて座Ａ＊には、巨大ブラックホールが存在するという

ことがわかったのです。

見えてきた「いて座Ａ＊」のブラックホール

今回の画像（画像１）から、ブラックホールの質量は太陽の約４００万倍であること

が分かりました。この結果は、前述のいて座Ａ＊のまわりを周る恒星の観測で得られた

値と一致しています。また、その大きさ（シュバルツシルト半径）は約１,２００万ｋｍであ

ることも分かりました。これは太陽（の半径）の約１７倍です。しかし、いて座Ａ＊は地球

からおよそ２万７０００光年も離れたところにあります。地球と太陽との距離（約１.５億

ｋｍ）に比べると、なんと１.８億倍も遠くにあるのです！想像しづらいですが、その撮影

には非常に高い解像度が求められました。ＥＨＴプロジェクトでは８つの電波望遠鏡を

組み合わせ、まさに地球サイズの巨大な電波望遠鏡を仮想的に作ることで、驚異の

視力３００万を達成しました。そして非常に遠くにある、巨大ブラックホールを観測し、

みごと画像化に成功したのです。

（※１）Ｋａｒｌ. Ｇ.Ｊａｎｓｋｙ：“Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ Pｈｅｎｏｍｅｎａ ｔｈａｔ ａｐｐａｒｅｎｔｌｙ ａｒｅ ｏｆ Iｎｔｅｒｓｔｅｌｌａｒ Oｒｉｇｉｎ”,
Ｐｏｐｕｌａｒ Ａｓｔｒｏｎｏｍｙ ４１：５４８-５５５ より引用。

（※２）地球から見ると天の川銀河中心は、いて座領域にある。また、いて座領域にはいくつかの電波
源が存在し、いて座Ａ、いて座Ｂ…と名付けられている。

西野 藍子（科学館学芸員）

画像２. 天の川銀河の想像図(左)と、天の川銀河中心領域の
X線（青）と電波（ピンク）の合成画像（右）

右画像の中心にある電波源が、いて座Ａ＊

左画像：ⒸＮＡＳＡ/ＪＰＬ-Ｃａｌｔｅｃｈ/ＥＳＯ/Ｒ. Ｈｕｒｔ、
右画像：Ｘ-ｒａｙ：ⒸＮＡＳＡ/ＣＸＣ/ＵＣＬＡ/Ｚ.Ｌｉ ｅｔ ａｌ；Ｒａｄｉｏ：ⒸＮＲＡＯ/ＶＬＡ

（ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ.ｍｉｚ.ｎａｏ.ａｃ.ｊｐ/ｅｈｔ-ｊ/ｃ/ｐｒ/ｐｒ２０２２０５１２より引用）
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